
 「心身再生の郷」 「心身再生の郷」

村民憲章 
１．私たちは 歴史と伝統を大切にしましょう 
１．私たちは 美しい自然を守りましょう 
１．私たちは 郷土の文化を高めましょう 
１．私たちは 豊かな人情を育てましょう 
１．私たちは 仕事に誇りを持って働きましょう 

十
津
川

十
津
川
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イ
ン
フ
ル
エ
ン
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広
げ
な
い
た
め
に
」
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毎
年
秋
か
ら
冬
に
か
け
て
は
、イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
の
流
行
シ
ー
ズ
ン
で
す
。高
熱

や
関
節
の
痛
み
な
ど
を
伴
い
、人
に
よ
っ

て
は
重
症
化
す
る
お
そ
れ
も
あ
り
ま
す
。

流
行
を
防
ぐ
に
は
、原
因
と
な
る
ウ
イ
ル

ス
を
体
内
に
侵
入
さ
せ
な
い
こ
と
や
周

囲
に
う
つ
さ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
が
重

要
で
す
。イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
感
染
を
広

げ
な
い
た
め
に
、一
人
一
人
が「
か
か
ら
な

い
」「
う
つ
さ
な
い
」対
策
が
必
要
で
す
。

　
今
回
は
、そ
の
な
か
で
よ
く
聞
か
れ
る

感
染
経
路
の「
飛
沫
感
染
」と「
接
触
感

染
」に
つ
い
て
特
集
し
ま
す
。予
防
す
る
た

め
に
は
、下
記
の
よ
う
な「
飛
沫
感
染
」と

「
接
触
感
染
」と
い
っ
た
経
路
を
絶
つ
こ

と
が
重
要
で
す
。

　
ま
た
、予
防
接
種
を
行
う
こ
と
も
重

篤
の
予
防
に
な
り
ま
す
。自
分
の
健
康
や

周
囲
の
健
康
を
守
る
た
め
に
体
調
管
理

を
こ
こ
ろ
が
け
ま
し
ょ
う
。

│ 
特
集 

│  「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
広
げ
な
い
た
め
に
」

│ 
特
集 

│  「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
広
げ
な
い
た
め
に
」

飛沫感染接触感染

（1）感染者のくしゃみや咳、つばなどの飛
沫と一緒にウイルスが放出

（2）別の人が、そのウイルスを口や鼻から
吸い込み感染

（1）感染者がくしゃみや咳を手で押さえる

（2）その手で周りの物に触れて、ウイルスが
付く

（3）別の人が、その物に触って、ウイルスが
手に付着

（4）その手で口や鼻を触って粘膜から感染

※主な感染場所
　電車やバスのつり革、ドアノブ、スイッチ
　など

※主な感染場所
　学校や職場、満員電車などの人が多く
　集まる場所

手洗い・うがいはウイルスの

体内侵入の予防になります。

こころがけましょう。
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平成２7年度 介護保険特別会計決算報告
　平成２7年度の介護保険事業特別会計の決算がまとまり、９月の定例会で承認されましたので、その概要を

お知らせします。

■保険給付費　■基金積立金　■総務費　
■公債費　■地域支援事業費　■その他の支出

歳　入 678,297,681円

次年度へ繰越 1,901,705円

国 庫 支 出 金

支払基金交付金

保 険 料

県 支 出 金

繰 入 金

繰 越 金

その他の収入

190,703,615円

180,378,000円

103,866,695円

99,964,292円

91,431,284円

11,944,849円

8,946円

法律で定められた国が負担するお金

第2号被保険者（40 ～ 64歳の方）の介護保険料に相当する交付金

第1号被保険者（65歳以上の方）の保険料

法律で定められた県が負担するお金

法律で定められた村が負担するお金

前年度の剰余金

督促手数料、基金利子

年　度

平成２５年度

平成２６年度

平成２７年度

要支援１

56

57

96

要支援２

94

109

97

要介護１

89

100

82

要介護２

67

68

54

要介護３

65

48

58

要介護４

52

60

62

要介護５

49

44

40

合計

472

486

489

歳　出 676,395,976円

保 険 給 付 費

基 金 積 立 金

総 務 費

公 債 費

地域支援事業費

その他の支出

640,640,389円

11,898,441円

9,611,387円

5,000,000円

4,667,274円

4,578,485円

介護・介護予防サービスなどに要する経費

介護給付費準備基金への積立金

介護保険事業の執行に必要な事務費など

県から借り入れたお金の償還金

健康教室などの地域支援事業に要する経費

国、県等の前年度の補助金の精算に要する経費など

■国庫支出金　■支払基金交付金　■保険料
■県支出金　■繰入金　■繰越金
■その他の収入

要支援・要介護認定者の状況（各年度末）

お問い合わせ：福祉事務所 ☎0746（62）0901

（単位：人）

（還付未済金含む）

94.7％

0.7％1.4％ 0.7％ 0.7％1.8％

28.1％

26.6％15.3％

14.7％

13.5％
1.8％
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　９月２日、ホテル昴から奈良テレビ放送の番組
「ならフライデー９」が生中継されました。　
　紀伊半島大水害から５年を迎えた、村の復興の
現状を伝える村長のインタビューから始まりまし
た。その他、当時十津川高校３年生の小林元さん
へのインタビュー、十津川踊り隊「ＢＯＮ娘」のダ
ンス、伝統ある武蔵地区の大踊りなどが披露され
ました。

十津川村から生中継！

　十津川高等学校の生徒が授業の一環として、外
国人観光客用のコミュニケーションツール「指差
しボード」を作成し、宿泊施設に配布しました。
　今後、村に訪れる外国人観光客は増加すると予
想されます。この指差しボートを設置することで、
訪れた観光客へのおもてなしとして高い効果の発
揮を期待します。

外国人のかたも「いらっしゃい！」

　9月19日の「敬老の日」を前にして、9月上旬から中
旬にかけ更谷村長と地区民生委員が村内の高齢者宅
を表敬訪問しました。
　9月15日に訪問した「高森の郷」では村内最高齢
100歳の羽根良子さん（大字今西）に村長が「これから
もお元気でいてください。」と声をかけ、羽根さんは笑
顔でこたえられました。
　村内では88歳の人は34
人、90歳以上の人は120人、
最高齢者は女性100歳、男性
99歳です。
　みなさん、これからもお元
気で!

寿「いつまでもお元気で！」
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８
月
１
日
か
ら
31
日
ま
で
の
内
７
日
間
、午
前
８
時

か
ら
午
後
６
時
ま
で
北
部
老
人
憩
い
の
家
で「
二
村
区

第
一
老
人
ク
ラ
ブ
」が
、二
村
区
の
小
学
生
を
対
象
に
子

育
て
応
援
事
業
を
行
い
ま
し
た
。
利
用
者
は
働
い
て
い

る
世
帯
が
多
く
、夏
休
み
期
間
に
子
ど
も
を
安
全
安
心

に
過
ご
さ
せ
た
い
と
い
う
思
い
で
利
用
さ
れ
ま
し
た
。

１
日
の
予
定
を
規
則
正
し
く
過
ご
し
、高
齢
者
と
ふ
れ

あ
い
な
が
ら
お
や
つ
を
作
っ
た
り
、ま
た
高
齢
者
に
と
っ

て
も
生
き
が
い
を
感
じ
た
ひ
と
時
で
し
た
。

　

子
ど
も
の
中
に
は「
夏
休
み
が
終
わ
っ
て
も
ま
た
来
た

い
」と
い
う
声
、老
人
ク
ラ
ブ
の
人
も「
子
ど
も
に
ケ
ガ
を

さ
せ
な
い
か
と
心
配
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
が
、に
ぎ
や
か

に
な
り
楽
し
く
生
き
が
い
を
感
じ
た
」と
、両
方
か
ら
嬉

し
い
の
声
が
き
け
ま
し
た
。

〜
お
年
寄
り
の
生
き
が
い
・
親
と
子
の
安
心
〜

夏
休
み
二
村
っ
子
子
育
て
応
援
団
事
業

た
く 

む

き
し
が
み

氏　
　

名
：
岸
上　

拓
夢

所　
　

属
：
農
林
課

担
当
業
務
：
水
田
及
び
農
地
関
係
業
務

　
　
　
　
　

農
業
関
係
補
助
事
業

ひ
と
こ
と
：　

平
成
28
年
３
月
に
奈
良
県
に

あ
る
大
学
を
卒
業
し
、４
月
か

ら
農
林
課
で
勤
務
し
て
い
ま

す
。初
め
て
の
経
験
が
多
く
、勉

強
の
日
々
で
す
。農
地
利
用
状

況
調
査
な
ど
で
、村
内
各
地
に

行
き
ま
す
の
で
、そ
の
際
は
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

１
日
で
も
早
く
仕
事
を
覚

え
、村
民
の
み
な
さ
ん
の
お
力

に
な
れ
る
よ
う
精
一
杯
努
め
た

い
と
思
い
ま
す
。
温
か
く
見

守
っ
て
い
た
だ
け
る
と
幸
い
で

す
。よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

役
場
の
職
員
を
紹
介
す
る

コ
ー
ナ
ー
で
す
。
村
民
の
み
な

さ
ん
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

役
場
の
職
員
で
す
！

表彰状を手に笑顔を
見せる婦人会長の田中雅美さん

村報とつかわ 2016.105

　

９
月
15
日
、か
し
は
ら
万
葉
ホ
ー

ル
で
行
わ
れ
た
秋
の
交
通
安
全
県
民

大
会
で
、「
奈
良
県
交
通
安
全
協
会

会
長
表
彰
」を
村
婦
人
会
が
受
賞
し

ま
し
た
。
長
年
に
わ
た
り
交
通
安
全

活
動
に
取
り
組
ん
で
こ
ら
れ
た
団
体

に
贈
ら
れ
る
も
の
で
、こ
れ
ま
で
の
婦

人
会
の
取
り
組
み
が
認
め
ら
れ
今
回

の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。
婦
人
会
の

み
な
さ
ん
受
賞
お
め
で
と
う
こ
ざ
い

ま
す
。

〜
お
年
寄
り
の
生
き
が
い
・
親
と
子
の
安
心
〜

「
婦
人
会
」が
交
通
安
全
活
動
で
表
彰

夏
休
み
二
村
っ
子
子
育
て
応
援
団
事
業

た
く 

む

き
し
が
み

氏　
　

名
：
岸
上　

拓
夢

所　
　

属
：
農
林
課

担
当
業
務
：
水
田
及
び
農
地
関
係
業
務
、

　
　
　
　
　

農
業
関
係
補
助
事
業

ひ
と
こ
と
：　

平
成
28
年
３
月
に
奈
良
県
に

あ
る
大
学
を
卒
業
し
、４
月
か

ら
農
林
課
で
勤
務
し
て
い
ま

す
。初
め
て
の
経
験
が
多
く
、勉

強
の
日
々
で
す
。農
地
利
用
状

況
調
査
な
ど
で
、村
内
各
地
に

行
き
ま
す
の
で
、そ
の
際
は
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

１
日
で
も
早
く
仕
事
を
覚

え
、村
民
の
み
な
さ
ん
の
お
力

に
な
れ
る
よ
う
精
一
杯
努
め
た

い
と
思
い
ま
す
。
温
か
く
見

守
っ
て
い
た
だ
け
る
と
幸
い
で

す
。よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

役
場
の
職
員
を
紹
介
す
る

コ
ー
ナ
ー
で
す
。
村
民
の
み
な

さ
ん
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

役
場
の
職
員
で
す
！



　　　　　　　　－　庁　　外　－
衛生センター　 63-0391
小原診療所　　 63-0040
歴史民俗資料館 62-0137

し尿処理場　 63-0291
上野地診療所 68-0207
体育文化センター 63-0067

観光協会　　　 63-0200
泉湯　　　　　 62-0090
温泉プール　　 64-0762
北部保健センター 68-0017
十津川警察庁舎 63-0110

道の駅十津川郷 63-0003
庵の湯　　　　 64-1100
社会福祉協議会 64-0666
商工会　　　　62-0132
五條消防大塔分署 0747-36-0317

　  －　役場以外　－
森林館(古ル野) 62-0567
滝の湯　　　　62-0400
高森の郷　　　64-1800
森林組合　　　64-0301
五條消防十津川分署 64-1190
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「女性の人権ホットライン」強化週間

　夫・パートナーからの暴力をはじめとして、職場等
におけるセクシャルハラスメント、ストーカー行為など
の女性の人権に関わる問題全般について、県内の女
性を対象とした電話での相談を行います。人権擁護
委員及び法務局職員がご相談をお受けします。相談
は無料で秘密は固く守られます。

全国一斉「女性の人権ホットライン」
　☎０５７０-０７０-８１０
（携帯電話・ＰＨＳ使用可、ＩＰ電話使用不可）

　１１月１４日（月）～１１月１８日（金）
　0８：３０～19：00まで
　１１月１９日（土）・２０日（日）
　１０：00～17：00まで

奈良地方法務局人権擁護課
☎0742（23）5457

奈良労働局賃金室　☎0742（32）0206

第22回なら・ヒューマンフェスティバル

　同和問題をはじめ、あらゆる人権問題をなくすた
めの資料展示などを行って啓発するイベントです。
入場は無料です。

　１０月２９日（土）　１０：００～１５：３０
　馬見丘陵公園（河合町佐味田２２０２）

行政相談開催について

　行政に関する意見や要望を行政相談が受けます。
秘密は固く守られます。

　１０月１８日（火）
　１０：００～１２：００
　山村振興センター（小会議室）

奈良県人権施策課
☎0742（27）8719

総務課　☎0746（62）0001

奈良県最低賃金の改正

■奈良県最低賃金は正社員のみでなく、パート・アルバイト・派遣労働者等すべての労働者に適用されます。
■ただし、特定の産業には特定最低賃金（※１）が定められており、両方の最低賃金が適用される場合は、金額の高いほ
うの最低賃金が適用されます。
■最低賃金には精皆勤手当、通勤手当、家族手当、時間外労働・休日労働・深夜労働の割増賃金、賞与・臨時の賃金は算入
されません。
■月給制の場合は、月給を１か月平均の所定労働時間で除して金額を比較してください。

時間額762円
（平成２８年１０月６日発効）

時間額833円
（平成２７年１２月２６日発効）

時間額827円
（平成２７年１２月２６日発効）

時間額816円/日額6,527円
（平成元年１月２５日発効）

奈良県はん用機械器具、生産用機械器具、業務用機械器具製造
業最低賃金

時間額830円
（平成２７年１２月２６日発効）奈良県自動車小売業最低賃金

奈良県木材・木製品、家具・装備品製造業最低金銀

奈良県電子部品・デバイス・電子回路、発電用・送電用・配電用電
気機械器具、産業用電気機械器具、民生用電気機械器具製造業
最低賃金

（※

１
）特
定
最
低
賃
金

奈 良 県 最 低 賃 金



　 －　役場代表　－
電 話  0746(62)0001
FAX  0746(62)0210
IPﾌｫﾝ  050-5004-6720
　　　050-5004-6721
　　　050-5004-6722

　　－　庁舎２階　－
総務 62-0001
観光 62-0004
農林 62-0005
教育 62-0003・62-0067
地創 62-0910

　　－　庁舎１階　－
住民 62-0900・62-0911
財政 62-0903
建設 62-0904・62-0905
福祉 62-0901・62-0902
出納 62-0906

　　－庁舎３階－
議会事務局 62-0002

　－庁舎地下１階－
生活環境　 62-0907
水道　　　 62-0908

情報広場です
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○
課
長
級

▼
前
岡
幸
英
・
地
域
創
生
推
進
課

長【
建
設
課
主
幹
】▼
鎌
塚
康
史
・

建
設
課
長【
地
域
創
生
推
進
課
長
】

▼
加
藤
宏
之
・
建
設
課
指
導
技
師

【
建
設
課
長
】▼
和
田
才
子
・
教
育

委
員
会
教
育
課
長（
兼
）学
校
統
合

推
進
室
長（
兼
）総
務
課
村
史
編
纂

準
備
室
長【
教
育
委
員
会
教
育
課

長（
兼
）学
校
統
合
推
進
室
長
】▼

乾
安
子
・
副
村
長
付（
21
世
紀
の

森
・
森
林
館
館
長
）【
総
務
課
村
史

編
纂
準
備
室
長
】

○
課
長
補
佐
級

▼
下
西
正
太
郎
・
住
民
課
長
補
佐

【
議
会
事
務
局
次
長（
兼
）監
査
事

務
局
次
長
▼
梶
嶋
努
・
生
活
環
境

課
主
幹【
建
設
課
主
幹（
兼
）生
活

環
境
課
主
幹
】▼
後
木
道
子
・
議
会

事
務
局
次
長【
住
民
課
長
補
佐
】▼

中
根
健
一
郎
・
議
会
事
務
局
次
長

（
兼
）監
査
事
務
局
次
長【
生
活
環

境
課
課
長
補
佐（
兼
）衛
生
セ
ン

タ
ー
次
長
】

○
係
長

▼
玉
置
一
也
・
農
林
課
係
長【
農
林

課
係
長（
兼
）農
林
課
林
業
振
興
対

策
室
課
係
長
】▼
阪
泰
二
・
建
設
課

地
籍
調
査
室
係
長【
建
設
課
係
長

（
兼
）建
設
課
地
籍
調
査
係
長
】

○
主
事
級
等

▼
浦
健
太
・
財
政
課
主
事【
建
設
課

主
事
】▼
金
森
悠
・
農
林
課
林
業
振

興
対
策
室
主
事【
農
林
課
林
業
振

興
対
策
室
主
事（
兼
）農
林
課
主

事
】▼
高
山
斉
明
・
建
設
課
主
事

【
教
育
委
員
会
教
育
課
主
事（
兼
）

総
務
課
村
史
編
纂
準
備
室
主
事
】

▼
小
林
元
・
建
設
課
地
籍
調
査
室

主
事【
建
設
課
主
事（
兼
）建
設
課

地
籍
調
査
室
主
事
】

10
月
１
日
付 

人
事
異
動

※

カ
ッ
コ
内【
　
】旧
職

3R（スリーアール）とは

Reduce（リデュース）：廃棄
物の発生抑制〈物を大切に
使おう。ごみを減らそう。〉

Reuse（リユース）：製品・部
品の再使用〈繰り返し使お
う。〉

Recycle（リサイクル）：再生
資源の利用〈再び資源とし
て利用しよう。〉

10
月
は

「
３
Ｒ（
リ
デ
ュ
ー
ス
・
リ
ソ
ー
ス
・
リ
サ
イ
ク
ル
）」

　
　
　
　
　
　
　
　
　

推
進
月
間
で
す
！
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　村では、保健事業の一環として脳ドック検診の費用の助成を実施しています。
　脳血管疾患の早期発見や早期治療、健康維持に役立てるためにぜひ、脳ドック検診を受
けられてはいかがでしょうか。

■この制度を利用できるのは次の条件をすべて満たす人です。
　　①村内に３か月以上住所を有している満40歳以上の人
　　②頭部疾患による治療（経過観察中を含む）を受けていない人
　　③村税や保険料（税）を滞納していない人

■助成額及び上限額

※同一年度での複数回の利用や、加入している社会保険等で脳ドック検診の費用の助成を受けられる
　人は利用できません。

●日時　　10月31日（月）

●講演　　午後１：３０～２：３０

●会場　　住民ホール

●講師　　診療所　中谷真豪医師

●申込　　不要

●費用　　無料
　※託児あります。

生活保護受給者

上記以外の人

助成額

検査費用全額

検査費用の7割

上限額

３万円

2万円

脳ドック助成制度のお知らせ

　診療所の中谷医師による、感染症予防についての講演会を行います。
　毎年流行する「季節性インフルエンザ」や最近話題になった「はしか」などについて講
演します。たくさんの参加をお待ちしています。

感染症予防講演会のご案内

お問い合わせ　住民課　☎０７４６（６２）０９１１

まさひで
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健康だより

がん検診忘れていませんか？

「がん検診　愛する家族への　贈りもの」
10月は、
「がん検診受診率50％達成に向けた集中キャ

ンペーン月間」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　です！

　村が指定した医療機関で上記の検診を受けることができます。集団検診の機会を逃してしまった人や職場
検診以外で受ける機会がない人、これから受診を考えている人は、ぜひ受けましょう。

【対 象 者】　十津川村に住民票がある人で、　乳がん検診　　　　40歳以上の女性
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　子宮頸がん検診　　20歳以上の女性

【検診費用】　2,000円（自己負担分）を医療機関窓口でお支払下さい。
【実施期間】　平成29年2月末まで 
【申込窓口】　受診をご希望の人は住民課までご連絡下さい。 

　注意：原則2年に1回の受診です。

乳がん・子宮頸がん検診指定医療機関のご案内

住民課　保健衛生係　☎０７４６（６２）０９１１

※がん検診に関する専門家の見解として、子宮頸がんや乳がん検診を
毎年1回または年間に複数回受診されたとしても2年に1回受診した
場合と比べ、医学的なメリットは変わらないとされています。

〒633-2221
宇陀市菟田野松井8-1
〒633-0054
桜井市大字阿部323
〒639-2303
御所市三室20
〒638-8551
吉野郡大淀町大字福神8番１
〒637-0093　
五條市田園3-11-10
〒648-0005
和歌山県橋本市小峰台二丁目8番地の１
〒646-8588
和歌山県田辺市新庄町46-70
〒647-0072
和歌山県新宮市蜂伏18-7

詳しくは住民課へお問い合わせ下さい。

検診日(火･木･金)
乳･子宮セットの
場合は(火･金)

検診日(火･木)　

(木)休診日

子宮がんのみ

子宮がんのみ

　グランソール奈良

　済生会中和病院

　済生会御所病院

南奈良総合医療センター

　鎌田医院　田園診療所

　橋本市民病院

　紀南病院

　新宮市立医療センター

県内指定71医療機関

0745（84）9333

0744（43）5001

0745（62）3585

0747（54）5000

0747（26）1150

0736（37）1200

0739（22）5215

0735（31）3333

0746（62）0911

子宮頸がん乳がん連絡先住　　所医療機関

※子宮体がん検診は村の補助はありません。希望者は全額自己負担となります。

H28年度　女性のがん検診（乳がん・子宮頸がん検診）契約医療機関一覧表
備　考

○

○

○

○

○

○

○

×

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○
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▶大和高田年金事務所 ☎0745（22）3531
▶住民課（国民年金窓口） ☎0746（62）0900

お問い合わせ ――――

納めた国民年金保険料は全額が
　　　社会保険料控除の対象です！！

　国民年金保険料は所得税法及び地方税法上、健康保険や厚生年金などの社会保

険料を納めた場合と同様に、社会保険料控除としてその年の課税所得から控除さ

れ、税額が軽減されます。

　控除の対象となるのは、平成２８年１月から１２月までに納められた保険料の全額で

す。過去の年度分や追納された保険料も含まれます。

　また、ご自身の保険料だけではなく、配偶者やご家族（お子様等）の負担すべき国

民年金保険料を支払っている場合、その保険料も合わせて控除が受けられます。

　なお、平成２８年中に納付した国民年金保険料について、社会保険料控除を受ける

ためには、年末調整や確定申告を行うときに、領収証書などの保険料を支払ったこと

を証明する書類の添付が必要となります。

　このため、平成２８年１月１日から９月３０日までの間に国民年金保険料を納付された

方には、１１月上旬に日本年金機構から「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」

が送られますので、申告書の提出の際には必ずこの証明書または領収証書を添付し

てください。

（平成２８年１０月１日から１２月３１日までの間に、今年はじめて国民年金保険料を納め

られた方へは、翌年の２月上旬に送られます。）

　税法上とても有利な国民年金は、老後はもちろん不慮の事故など万一のときにも

心強い味方となる制度です。保険料は納め忘れのないようきちんと納めましょう。
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　　国民健康保険（国保）は、加入者のみなさんがお金（国保税）を出
し合い、医療費の負担を少なくするための助け合いの制度です。もし、 
国保税を納めない人がいると、ほかの加入者との公平を欠くばかり
か、財源が不足し、税率の引き上げにもつながります。長引く経済の低
迷や低所得者層の増加により国保税の収入が減る一方で、高齢化や生
活習慣病などの長期治療を必要とする慢性疾患患者の増加、医療の
進歩・高度化により、医療費は年々増加しており、国保財政は依然厳し
い状況となっています。今後も、皆さんが安心して医療を受けられ、国
保財政が健全に運営されるように、日ごろから健康づくりを心がけ、医
療費を節約するとともに、国保税の期限内納付にご協力ください。

●かかりつけ医を持ちましょう
●重複受診はやめましょう
同じ病気で複数の医療機関にかかる「重複受診」は、医療費が増加するばかりではなく、検査や薬の重複などで、体に
悪影響を与えてしまう心配があります。
●休日・夜間の受診は控えましょう
休日や夜間に開いている救急医療機関は、緊急性の高い患者さんのためのもので、医療費も高く設定されています。
緊急時以外は、平日の時間内に受診することを心がけましょう。

平成２7年度 国民健康保険特別会計決算報告

平成28年度へ繰越 134,798円

今月は、国保税第５期の納期です。
納期限は10月31日ですので、納期内に忘れず納めましょう！

歳　入
601,640,249円

歳　出
601,505,451円

平成２７年度の国民健康保険特別会計の決算がまとまり、９月の定例議会で承認されました。その概要をお知らせします。

医療機関を受診するときのひとりひとりの心構えが、医療費の削減や病院に勤務している医師の負担軽減につながります。

●平成27年度実績

国保世帯数（年間平均）

被保険者数（年間平均）

１世帯当たり国保税（医療分）

１人当たり国保税（医療分）

１人当たり医療費

国保税収納率（現年度分）

677世帯

1,102人

95,216円

58,495円

378,986円

98.71%

国、県等の補助金

国民健康保険税

繰入金 

その他の収入

保険給付費、後期高齢者支援金、介護納付金等の一部を国、県等が負担するお金です。

加入者が納める税金で、医療費等に充てられます。

国保会計の財源の一部を、国、県及び村が補填するお金です。

前年度の繰越金や第三者行為に係る交通事故の損害賠償金です。

73.3%

14.8%

11.6%

0.3%

440,814,540円

89,080,539円

69,778,178円

1,966,992円

保険給付費

共同事業拠出金

後期高齢者支援金

介護納付金

保健事業費

総務費

その他の支出

58.1%

22.5%

9.8%

4.7%

0.7%

0.4%

3.8%

349,723,887円

135,334,139円

58,984,241円

28,120,671円

4,009,201円

2,189,556円

23,143,756円

加入者の医療費や出産育児一時金、葬祭費などに係る経費です。

高額医療費共同事業、保険財政共同安定化事業に係る拠出金です。

後期高齢者医療制度を支えるために国保が負担するお金です。

介護保険制度を支えるために国保が負担するお金です。

特定健康診査、医療費通知に係る経費です。

事務経費など国保の事業運営に必要な経費です。

直営診療所に対する国の補助金や前年度の補助金の精算に係る経費です。

■国、県等の補助金
■国民健康保険税
■繰入金 
■その他の収入

■保険給付費
■共同事業拠出金
■後期高齢者支援金
■介護納付金
■保健事業費
■総務費
■その他の支出

国保税に関することは 
　………財政課☎0746(62)0903
保険証や医療に関することは
　………住民課☎0746(62)0911
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　村税は、私たちが安心して暮らす為の住民サービスを推進する上で非常に重要な財源です。よっ

て、村税を滞納することは、納期限内に納税している大多数の村民との公平性を欠くことになるだけ

でなく、村の財政を圧迫し、住民サービスに支障をきたすことになります。十津川村は村税の滞納整

理の手段として、タイヤロックを実施します。

１．対象者 
　再三の催告に応じない村税等の滞納者（個人及び法人）

※軽自動車税に限らず、村税の滞納者は対象となります。

２．取組内容
　自動車等を所有している滞納者に対して、自動車等の運行・使用を制限するタイヤロックを用

いて差押を実施します。

※「自動車等」とは、自動車・軽自動車・オートバイなどを指します。

３．目的
　タイヤロックによる滞納処分は、差押えた自動車等を運行・使用させない事で滞納者に自主納

付を促す事を目的としています。自動車等を差押えた場合、滞納者に対して保管命令を行い、そ

の後も納税に応じない場合にはその自動車等を公売し売却代金を以って滞納税に充てる事にな

ります。なお、その際に要したレッカー費用等は滞納処分費として売却代金の中から滞納税に先

だって充てる事になります。

　取り付けられたタイヤロックや公示書を毀損・破損した場合、

地方税法３３２条（滞納処分に関する罪）、刑法９６条（封印等破棄）、刑法２５２条（横領）などの罪に

より処罰の対象となります。

村税滞納者の自動車にタイヤロックを装着します！！
（村税=軽自動車税・村県民税・固定資産税・国民健康保険税　等）

問合せ先　財政課　☎０７４６（６２）０９０３
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前
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は
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材
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述
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ま
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。
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市
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協

力
関
係
を
構
築
し
て
い
ま
す
。

【
産
直
住
宅
の
意
義
】

　

都
市
部
の
住
宅
に
お
い
て
、十
津
川
村

の
木
材
を
活
用
い
た
だ
く
こ
と
は
、村
内

製
材
業
の
振
興
に
繋
が
り
、そ
れ
が
林
業

の
循
環
の
確
保
に
繋
が
っ
て
い
く
こ
と
は

前
回
述
べ
た
通
り
で
す
。
村
内
製
材
業
者

は
、「
都
市
部
の
皆
様
が
、十
津
川
村
の
木

材
を
使
っ
た
住
宅
で
健
康
に
幸
福
に
暮
ら

し
て
い
た
だ
き
た
い
」と
願
い
な
が
ら
木

材
を
供
給
す
る
。
都
市
部
の
皆
様
は
、「
十

津
川
村
の
自
然
が
育
て
た
木
材
の
家
で
暮

ら
し
な
が
ら
、十
津
川
の
山
に
関
わ
る
人
・

自
然
を
思
う
」。「
都
市
」と「
山
村
」の
共

生
を
目
指
す
取
組
で
あ
る
と
考
え
て
お

り
、今
後
も
取
組
を
拡
大
し
て
い
く
考
え

で
す
。

十
津
川
式
林
業

六
次
産
業
化

発信：林業振興対策室
TEL：0746（62）0005

No.14

株式会社 和（葛城市）

株式会社 木村建設（天理市）

株式会社 スペースマイン
（大和郡山市）
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９
月
13
日
か
ら
16
日
ま
で
、十
津
川
中
学
校
３
年
生

の
生
徒
24
人
が
修
学
旅
行
で
新
十
津
川
町
を
訪
問
し

ま
し
た
。

　

新
十
津
川
町
で
は
、熊
田
町
長
や
役
場
の
方
を
始

め
、新
十
津
川
中
学
校
の
生
徒
や
先
生
が
温
か
く
迎
え

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。ま
た
、新
十
津
川
中
学
校
と
の

交
流
会
で
は
、生
徒
た
ち
は
学
校
紹
介
や
合
唱
交
流
の

後
、一
緒
に
給
食
を
食
べ
、お
互
い
の
親
睦
を
深
め
ま
し

た
。特
に
合
同
合
唱
曲「
大
切
な
も
の
」は
、み
ん
な
の

気
持
ち
が
一つ
に
な
っ
た
感
動
的
な
も
の
で
し
た
。

　

新
十
津
川
町
で
出
会
っ
た
人
た
ち
の
親
切
や
優
し

さ
に
感
謝
し
、ま
た
明
治
の
大
水
害
を
乗
り
越
え
移
住

し
た
先
人
の
苦
労
や
、そ
の
後
新
十
津
川
町
を
築
き
あ

げ
た
人
た
ち
の
思
い
や
歴
史
、両
町
村
の
絆
を
肌
で
感

じ
る
こ
と
が
で
き
た
修
学
旅
行
と
な
り
ま
し
た
。

　

８
月
２４
日
か
ら
３
日
間
、奈
良
教
育

大
学
教
職
大
学
院
の
学
生
が
、大
学
の

先
生
の
指
導
の
下
で
、村
内
の
小
学
５

･

６
年
生
を
対
象
に
十
津
川
中
学
校
で

授
業
や
学
習
指
導
を
行
い
ま
し
た
。

　

鏡
を
使
っ
て
イ
ラ
ス
ト
を
完
成
さ
せ

た
り
万
華
鏡
を
作
っ
た
り
し
た
理
科
の

授
業
、算
数
で
は
サ
イ
コ
ロ
を
題
材
に

し
た
展
開
図
の
学
習
、十
津
川
村
を
短

歌
に
読
む
国
語
、そ
し
て
身
近
な
と
こ

ろ
か
ら
世
界
の
貧
困
に
つ
い
て
考
え
る

社
会
科
と
、子
ど
も
達
が
主
体
的
に
学

習
に
参
加
で
き
る
独
創
的
な
内
容
の

授
業
で
し
た
。

　

は
じ
め
は
物
静
か
だ
っ
た
子
ど
も
達

も
、徐
々
に
活
発
に
個
々
の
意
見
を
出

し
あ
っ
て
授
業
に
参
加
す
る
姿
が
見
ら

れ
、有
意
義
な
３
日
間
を
過
ご
す
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

９
月
８
日
、村
内
の
小
中
学
校
で
、「
絆
給
食
」

が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。新
十
津
川
町
産
の
ト
ウ

モ
ロ
コ
シ
が
給
食
で
提
供
さ
れ
、子
ど
も
た
ち
は

大
き
く
口
を
開
け
て
甘
く
実
っ
た
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ

に
か
ぶ
り
つ
い
て
い
ま
し
た
。

　

新
十
津
川
町
と
村
と
の
関
係
か
ら
郷
土
に
つ

い
て
考
え
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

教育だより
第98号

十津川中学校 修学旅行
新十津川町を訪問

サマースクール
十津川町

絆
給
食
実
施
！

新十津川町産の
トウモロコシ！

奈良教育大学教職大学院の学生ら

おいしそうにトウモロコシを
食べる児童

於：体育文化センター（大字湯之原）

今年のテーマは…　感 謝
【展　示】 
11月1日（火）～3日（木）
【舞台・バザー】
11月3日（木）

第36回 

十津川村文化祭

おおきに！



（敬称略）善意銀行善意銀行
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□
学
校
活
動

○「
中
沼
了
三
先
生
」

　

誕
生
２
０
０
年
記
念
講
演

　

９
月
６
日
、講
師
に
隠
岐
堂
ス
ク

エ
ア
代
表
取
締
役
社
長
の
牧
尾
実
さ

ん
を
招
き
、隠
岐「
中
沼
了
三
先
生
」

生
誕
２
０
０
年
記
念
講
演
会
を
行

い
ま
し
た
。
本
年
は
中
沼
先
生
の
生

誕
２
０
０
年
、没
後
１
２
０
年
に
当

た
る
年
で
す
。
中
沼
先
生
の
業
績
を

顕
彰
す
る
と
と
も
に
、隠
岐
と
十
津

川
の
関
係
を
今
一
度
認
識
す
る
機
会

と
し
て
、先
生
の
生
涯
や
文
武
館
創

設
の
経
緯
に
つ
い
て
講
演
い
た
だ
き

ま
し
た
。
２
年
生
に
は
修
学
旅
行
の

事
前
学
習
の
機
会
に
な
り
ま
し
た
。

○
工
芸
体
験
教
室

　

９
月
８
日
、十
津
川
第
一
小
学
校

５
、６
年
生
の
児
童
を
招
き
、工
芸

体
験
教
室
を
行
い
ま
し
た
。
今
回
は

「
木
箱
」の
製
作
に
取
り
組
み
ま
し

た
。
の
こ
ぎ
り
、キ
リ
、紙
や
す
り
な

みなさまのご相談をお待ちしています
☎0747(22)8005

毎月第3水曜日に開催!
五條市の北本弁護士による無料法律相談
毎月第３水曜日 14時～16時
役場第１会議室
（場所が変更される場合があります）
※毎月２人まで相談可。（電話予約が必要です）
五條本町法律事務所 北本弁護士まで

お
誕
生
日
お
め
で
と
う
！

中　夢叶咲ちゃん（小原）
10月18日生まれ（満3歳）

頼りになるお姉ちゃん
になってね♪

父…秀幸　母…由貴

め　い　さ

偶数月（４・６・８・10・12・２月）
の開催になります。

東　花乃愛ちゃん（猿飼）
10月16日生まれ（満3歳）

毎日たくさんの
笑顔をありがとう♪

父…伸彦　母…千佳子

か　の　あ

ど
の
扱
い
に
戸
惑
い
な
が
ら
も
楽
し

く
取
り
組
み
こ
と
が
で
き
、全
員
素

敵
な「
木
箱
」を
完
成
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

□
部
活
動
報
告

〇
陸
上
競
技
部

　

８
月
20
日
か
ら
22
日
に
行
わ
れ
た

第
49
回
近
畿
高
等
学
校
ユ
ー
ス
陸
上

競
技
対
校
選
手
権
大
会
県
予
選
会

に
出
場
し
ま
し
た
。
２
年
生
横
山
和

斗
さ
ん
が
砲
丸
投
で
５
位
入
賞
、や

り
投
げ
で
榎
本
弦
太
朗
さ
ん
が
７
位

入
賞
し
ま
し
た
。
１
年
生
石
川
仁

香
さ
ん
が
砲
丸
投
と
や
り
投
で
そ
れ

ぞ
れ
８
位
入
賞
し
ま
し
た
。
惜
し
く

も
近
畿
大
会
出
場
は
な
り
ま
せ
ん
で

し
た
が
、生
徒
た
ち
は
自
己
新
記
録

を
更
新
し
、日
々
の
練
習
の
成
果
が

見
ら
れ
ま
し
た
。

深瀬　嘉藏

小山手亥太郎

光野　秀夫

玉置　和巳

濵矢　隆夫
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